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研究成果の概要（和文）：エストロゲン依存性腫瘍である子宮筋腫の患者に、著効率の低いホル

モン治療を行う際、前もってその治療効果を予測することが可能かどうかについて、PET 検査

を用いて検討した。FES (16α-[
18

F]fluoro-17β-estradiol) -PET 検査で集積の強い子宮筋腫

はホルモン治療が有効である可能性が示唆された。 

研究成果の概要（英文）:We tried to predict the efficacy of GnRHagonist treatment for 

uterine leiomyoma by FES(16α-[18F]fluoro-17β-estradiol)-PET and 18F-FDG PET. 

3 of thirteen patients were markidly effective . Those FES-SUV value were higher than 

other patients. The patient with high FES-SUV value is effective by GnRHagonist therapy. 
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１．研究開始当初の背景 

（１）子宮平滑筋腫は、30 歳以上の女性の

約 25%に生じる良性腫瘍であり、過多月経

による貧血、不妊、下腹部痛など種々の臨

床症状を伴い、多くは子宮全摘術がなされ

てきた。しかしながら、最近女性の晩婚化

傾向が強くなり、妊孕性を考慮した子宮温

存療法を希望する患者が急増してきた。 

（２）現在、実施されている子宮温存療法

には、手術療法として子宮筋腫核出術、薬
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物療法として、GnRH agonist (GnRHa)療法、

抗プロゲステロン療法、他に MRI ガイド下

超音波粉砕術、さらに子宮動脈塞栓術があ

る。その中で最も頻繁に実施される、妊孕

性を重視した子宮温存療法は、GnRHa 療法

である。 

（３）GnRHa は、薬物により低エストロゲ

ン・低プロゲステロン状態を作り出し作用

する、偽閉経療法である。従って、更年期

症状を呈したり、不可逆的な骨量減少を生

じるが、GnRH agonist の子宮筋腫に対する

治療効果は、報告により様々であり、著効

するものは子宮筋腫の大きさを 50%程度ま

でに縮小させることがあるが、反対に全く

効果のないものもある。従って、治療前に

子宮平滑筋腫の GnRHa 療法に著効する

group を予測することは、現在の少子高齢

化という社会的背景からも、早急に検討し

なければならない課題である。 

 

２．研究の目的 

(1) 子宮筋腫の上記 GnRHagonist 療法を行

う前に、この治療法が著効する群・無効の

群を選別することが可能かどうかを、PET

検査を用いて検討する。 

 

３．研究の方法 

（1) GnRHagonist 治療前に、患者の同意を

得て、超音波、MRI、FES-PET, FDG-PET 検

査を施行する。 

（２）これらの検査で典型的な子宮筋腫と

診断した症例に対して（MRI, PET score 6

点未満 Yoshida et al.2008 JNM）GnRHa

であるリュープリン○R 1.88, 3.75 を４週ご

と少なくとも 3回以上投与する。 

（３）GnRHa 投与終了後、超音波あるいは

MRI を用いて効果判定をする。直径が 2 セ

ンチ以上減少した子宮筋腫を著効例として、

FES-PET, FDG-PET での FES 集積能、FDG 集

積能 さらには FDG/FES ratio で GnRHa

の子宮筋腫に対する治療効果を予測するこ

とが可能か否かを検討した。 

 

４．研究成果 

(1) 13 例の子宮筋腫を有する患者に、超音

波検査、MRI 検査、PET 検査施行後、GnRHa(リ

ュープリン○R )を投与。1.88  3 人、3.75 10

人。投与回数 3回 5人、投与回数 4回 3人、

投与回数 6 回 5 人。MRI で治療効果判定可

能 6人, 超音波検査でのみ治療効果判定可

能 7人。 

（２）子宮筋腫の最大径を測定して直径が

2センチ以上明らかに減少した症例は3例。

（３）治療前の FES-PET, FDG-PET での mean 

SUV 値から FES 集積能、FDG 集積能 さらに

は FDG/FES ratio を算定し、ROC 曲線で適

切な cut off 値を算定した。 

（４）FES-PET での ROC 曲線の AUC 値は

0.778  95%CI (0.455-1.101) cut off value 

2 ,  sensitivity 100% specificity 43%。

FDG-PET での ROC 曲線の AUC 値は 0.741  

95%CI (0.310-1.172) cut off value 1.2 ,  

sensitivity 100% specificity 22% 。

FDG/FES ratio での ROC 曲線の AUC 値は

0.482  95%CI (-0.965) cut off value 0.25 ,  

sensitivity 67% specificity 11%。 

 

（５）統計学的有意差はないが、FES-PET



 

 

での FES の集積能が最もホルモン療法の治

療効果判定を予測するのに有用であると思

われた。 
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